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Information お知らせ

※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 ５月16日㈭10時～16時 児童福祉課あんしん支援係 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 ５月９日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 ５月７日㈫・21日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

西城 ５月９日㈭13時30分～16時 西城支所

東城 ５月９日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

総領 ５月８日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ５月16日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 ５月16日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

総領 ５月８日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 ５月17日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島弁護士会による

無料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　東城 ４月26日㈮13時～16時 東城支所

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

認知症カフェ

庄原 「とんぼ」　５月７日㈫・21日㈫
13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課地域包括支援
センター係
☎0824-73-1165　

西城 「コスモスカフェ」
５月９日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城
「おれんじカフェ・ええ塩

あんばい

梅」
４月23日㈫13時30分～15時

東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

身体障害者　
補装具判定会 肢体 ５月16日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

母子保健事業　●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255
事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付 ５月13日㈪・20日㈪９時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

育児相談 ５月14日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（ＪＲ備後庄原駅舎内） 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問い

合わせください）

催　
　

し

相　
　

談

無
料
法
律
相
談
室

　

広
島
地
方
裁
判
所
三
次
支
部
に

よ
る
無
料
法
律
相
談
室
が
開
設
さ

れ
ま
す
。（
予
約
不
要
）

※
裁
判
所
で
係
争
中
の
案
件
に
つ

い
て
は
、
相
談
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

と
き　

５
月
15
日
㈬

13
時
～
16
時

（
受
け
付
け
は
15
時
ま
で
）

と
こ
ろ

広
島
地
方
裁
判
所
三
次
支
部

問
い
合
わ
せ

広
島
地
方
裁
判
所
三
次
支
部

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
５
１
４
１

第
９
回
福
田
頭
山
開
き

　

本
格
的
な
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
始

ま
り
を
前
に
、
一
年
間
の
登
山
客

の
安
全
を
願
う
山
開
き
を
開
催
し

ま
す
。
手
つ
か
ず
の
自
然
が
残
る

「
ひ
ろ
し
ま
百
山
」
福
田
頭
に
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

４
月
28
日
㈰

と
こ
ろ　

福
田
頭
山
開
き
特
設
会
場

（
比
和
総
合
運
動
公
園
内
）

問
い
合
わ
せ　

か
さ
べ
る
で

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
２
２
３
０

h
e

a
lth

y
 c

o
lu

m
n

　
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
な

ど
の
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
早
い
段

階
で
見
つ
け
る
た
め
の
健
康
診
査
で

す
。
40
歳
以
上
74
歳
以
下
の
全
て
の
方

が
対
象
で
す
。

　
生
活
習
慣
病
は
初
期
段
階
で
は
自
覚

症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
気
付
い
た
と
き

に
は
、
心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
な
ど
の

深
刻
な
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
平
成
29
年
人
口
動
態
統
計

に
よ
る
と
、市
民
の
４
人
に
１
人
は「
心

疾
患
」
や
「
脳
血
管
疾
患
」
が
原
因
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
ま
だ
ま
だ
元

気
」
と
思
わ
ず
、
年
に
１
回
は
特
定
健

診
を
受
け
て
、
ま
ず
は
自
分
の
体
の
状

態
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　がんによる死亡率や死亡リスクを減らすことを目的に実施する検診です。市では、庄原市生活習慣病
健康診査で受診できます。
　日本人の２人に１人はがんにかかるといわれています。がんは死亡原因第１位の病気ですが、早期に
発見すると治る可能性が飛躍的に高まります。早期のがんは自覚症状がありません。年に１回はがん検
診を受けましょう。

　「平成 31年度庄原市生活習慣病健康診査のご案内」を４月上旬に各世帯などへ送付
します。申込書を４月19日（金）までに保健医療課または各支所担当窓口へ提出して
ください。
　なお、庄原市の国保の特定健診対象者の方には、特定健診をなるべく多くの方に受
けていただくため、個別のご案内も届きます。どちらの申込書でも申し込めますが、個
人にあった内容になっていますので、ぜひ個別のご案内の方をご覧ください。

毎
年
受
け
て
く
だ
さ
い
!!

特
定
健
診
・
が
ん
検
診

庄原市死亡原因

保
健
医
療
課

　保
健
師

　
　
　
　
　

山
下
恵
里
奈

庄原市 国民健康保険の方 庄原市生活習慣病健康診査を受けてください。

お勤めの方 職場で案内される特定健診を受けてください。

お勤めの方の扶養家族の方 ご加入の医療保険者が指定する医療機関などで
特定健診を受けてください。医療保険者が発行す
る「特定健康診査受診券」があれば、庄原市生活習
慣病健康診査の集団健診でも受けられます。

75歳以上の方 健康診査として庄原市生活習慣病健康診査の集
団健診が受けられます。

腹ハッチー

ショーショー鳥

検診の種類 対象者
肺がん検診

40歳以上の男女胃がん検診
大腸がん検診

前立腺がん検診 50歳以上の男性
乳がん検診 40歳以上の女性 （２年に１回）

子宮がん検診 20歳以上の女性

がん
22％その他

34％

脳血管疾患
7％

心疾患
20％

肺炎
9％

老衰
8％

□がん　■心疾患　■肺炎　■老衰　■脳血管疾患　■その他

健康広場

特定健診・がん検診を受けるには

平成29年人口動態統計

がん検診とは

問い合わせ　保健医療課健康推進係　☎ 0824-73-1255

 25　2019.4 ／広報しょうばら 広報しょうばら／ 2019.4　24
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そ  

の  

他

映
画
上
映
会
「
日に

ち
に
ち
こ
れ
こ
う
じ
つ

日
是
好
日
」

　

季
節
の
よ
う
に
生
き
る
。
雨
の

日
は
雨
を
聴
く
。
雪
の
日
は
雪
を

見
て
、
夏
に
は
夏
の
暑
さ
を
、
冬

は
身
の
切
れ
る
よ
う
な
寒
さ
を
。

五
感
を
使
っ
て
、
全
身
で
、
そ
の

瞬
間
を
味
わ
う
。“
お
茶
”
の
魅

力
に
気
付
き
、
惹ひ

か
れ
て
い
っ
た

女
性
が
体
験
す
る
の
は
、
静
か
な

お
茶
室
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
驚

く
べ
き
精
神
の
大
冒
険
。黒
木
華
、

樹
木
希
林
、
多
部
未
華
子
の
初
共

演
で
贈
る
、一
期
一
会
の
感
動
作
。

樹
木
希
林
の
遺
作
と
な
っ
た
「
日

日
是
好
日
」
を
、
ど
う
ぞ
こ
の
機

会
に
庄
原
市
民
会
館
で
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

募　
　

集

と
き　

４
月
28
日
㈰

①
10
時
30
分
（
開
場
10
時
）

②
14
時
（
開
場
13
時
30
分
）

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

入
場
料
（
全
席
自
由
）

【
特
別
鑑
賞
券
】

●
一
般　

千
円

●
シ
ニ
ア
（
60
歳
以
上
）　

千
円

●
３
歳
～
高
校
生　

８
０
０
円

※
庄
原
市
民
会
館
で
の
購
入
に
限

り
友
の
会
会
員
の
方
は
10
パ
ー
セ

ン
ト
割
引

【
当
日
券
】

●
一
般　

１
３
０
０
円

●
シ
ニ
ア
（
60
歳
以
上
）　

１
２
０
０
円

●
３
歳
～
高
校
生　

千
円

●
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方　

千
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

庄
原
市
民
会

館
、
食
彩
館
ゆ
め
さ
く
ら
、
ジ
ョ

イ
フ
ル
、
ザ
・
ビ
ッ
グ
庄
原
店
、

ウ
イ
ル
西
城
、
東
城
自
治
振
興
セ

ン
タ
ー
、
道
の
駅
た
か
の

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
民
会
館

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
２
４
２

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

中
国
語
講
座

　

中
国
語
の
発
音
な
ど
を
基
礎
か

ら
じ
っ
く
り
学
べ
ま
す
。

と
き　

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

19
時
30
分
～
20
時
30
分

※
天
候
な
ど
に
よ
り
中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対
象　

中
国
語
に
興
味
の
あ
る
方

講
師　

中
嶋
み
ど
り
さ
ん

料
金　

月
２
千
円

持
参
物　

筆
記
用
具
（
テ
キ
ス
ト

は
用
意
し
ま
す
。）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
日
中
親
善
協
会

（
事
務
局
：
市
民
生
活
課
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

ス
イ
セ
ン
の
球
根
を
　
　
　

お
譲
り
し
ま
す

　

国
営
備
北
丘
陵
公
園
の
ス
イ
セ

ン
の
球
根
を
掘
り
上
げ
、
各
地
域

に
植
え
て
、「
花
と
緑
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

　

期
間
限
定
で
ス
イ
セ
ン
の
球
根

を
お
譲
り
し
ま
す
。
地
域
団
体
や

グ
ル
ー
プ
な
ど
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

※
１
団
体
当
た
り
千
株
程
度

と
き　

６
月
下
旬
～
７
月
中
旬

※
６
月
中
旬
に
国
営
備
北
丘
陵
公

園
か
ら
詳
し
い
日
程
の
連
絡
が
あ

り
ま
す
。

と
こ
ろ　

国
営
備
北
丘
陵
公
園　

み
の
り
の
里　

ス
イ
セ
ン
ガ
ー
デ
ン

申
込
期
限　

６
月
７
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会

（
事
務
局
：
観
光
振
興
課
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
９

広
島
県
ア
ダ
プ
ト
活
動
団
体

　

県
は
、
県
が
管
理
す
る
道
路

（
国
・
県
道
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以

上
）・
河
川
（
一･

二
級
河
川
50

メ
ー
ト
ル
以
上
）で
清
掃･

緑
化
・

草
刈
り
な
ど
の
活
動
を
行
う
団
体

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
ア
ダ
プ
ト
活
動
と
は
、
住
民
な

ど
が
主
体
と
な
っ
て
清
掃
・
緑
化

活
動
な
ど
を
中
心
に
公
共
空
間
を

わ
が
子
の
よ
う
に
面
倒
を
み
て
い

く
活
動
を
い
い
ま
す
。

支
援
内
容

①
希
望
す
る
団
体
に
団
体
名
や
企

業
名
を
記
し
た
表
示
板
（
ア
ダ
プ

ト
サ
イ
ン
）
を
設
置

②
活
動
に
伴
う
傷
害
・
損
害
賠
償

保
険
の
加
入

問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
建
設
事
務
所
庄
原
支

所
管
理
用
地
課

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
０
１
５

「
江
の
川
」「
馬
洗
川
」
河
道
内

土
砂
の
受
け
入
れ
希
望
者

　

江
の
川
お
よ
び
馬
洗
川
に
は
多

く
の
土
砂
が
堆
積
し
、
河
川
の
流

下
を
阻
害
す
る
要
因
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
工
事
で
発

生
し
た
土
砂
の
有
効
活
用
を
目
的

に
、
民
間
の
く
ぼ
地
の
埋
め
立
て

や
低
地
の
か
さ
上
げ
な
ど
を
目
的

と
し
た
、
盛
土
な
ど
で
の
受
け
入

れ
を
希
望
す
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
掘
削
し
た
土
は
無
償
で
運

搬
し
ま
す
。

受
付
期
間

平
成
32
年
12
月
18
日
㈮
ま
で

工
事
予
定
期
間

５
月
～
平
成
33
年
３
月

申
し
込
み
方
法

　

事
前
に
所
定
の
申
込
書
を
郵
送

ま
た
は
持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
応
募
要
件
な
ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
募
集
要
領
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省
三
次
河
川
国
道
事
務

所
河
川
管
理
課

〒
７
２
８
‐
０
０
１
１

三
次
市
十
日
市
西
６
‐
２
‐
１

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
４
２
０
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

cgr.m
lit.go.jp/m

iyoshi/

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の

減
免
申
請
は
毎
年
必
要
で
す

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

は
、
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税

の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
は
、
納
期
限
の
７
日
前
ま
で
に

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
へ
減
免
申

請
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
第
１
期
の
納
期
限
は
５
月
31

日
㈮
で
す
の
で
、
５
月
24
日
㈮
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。　

固
定
資
産

減
免
を
受
け
ら
れ
る
も
の

①
生
活
の
た
め
の
公
私
の
扶
助
を

受
け
て
い
る
人
が
所
有
す
る
固
定

資
産

②
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る

固
定
資
産（
有
料
の
場
合
を
除
く
）

③ 

災
害
な
ど
に
よ
り
著
し
く
価

値
が
減
少
し
た
固
定
資
産

申
請
に
必
要
な
も
の

減
免
申
請
書
、
印
鑑
、
そ
の
他
減

免
を
必
要
と
す
る
理
由
を
証
明
す

る
書
類

軽
自
動
車

減
免
を
受
け
ら
れ
る
も
の

①
生
活
の
た
め
の
公
私
の
扶
助
を

受
け
て
い
る
人
が
所
有
す
る
軽
自

動
車

②
身
体
や
精
神
に
障
害
が
あ
り
、

歩
行
が
困
難
な
人
が
所
有
し
運
転

す
る
軽
自
動
車
（
等
級
な
ど
で
制

限
が
あ
り
ま
す
）

③
身
体
や
精
神
に
障
害
が
あ
り
、

歩
行
が
困
難
な
人
の
た
め
に
生
計

を
一
に
す
る
人
が
所
有
し
運
転
す

る
軽
自
動
車
（
等
級
な
ど
で
制
限

が
あ
り
ま
す
）

④
身
体
障
害
者
な
ど
の
利
用
に
役

立
て
る
た
め
、
車
椅
子
の
固
定
装

置
や
昇
降
装
置
な
ど
の
特
別
な
構

造
変
更
が
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車

申
請
に
必
要
な
も
の

減
免
申
請
書
、
身
体
障
害
者
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

な
ど
、
運
転
免
許
証
、
印
鑑
、
車

検
証
、
そ
の
他
減
免
を
必
要
と
す

る
理
由
を
証
明
す
る
書
類

※
自
動
車
税
（
県
税
）
の
減
免
と
、

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
重
複
し
て

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

減
免
申
請
書
に
は
個
人
番
号
の

記
入
が
必
要
で
す
。
個
人
番
号
確

認
の
た
め
、
納
税
義
務
者
の
個
人

番
号
カ
ー
ド
か
通
知
カ
ー
ド
と
併

せ
、
写
真
付
き
の
公
的
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
）
ま
た
は

健
康
保
険
証
・
年
金
手
帳
・
介
護

保
険
証
な
ど
の
う
ち
２
つ
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
４

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

平
成
31
年
度
の
固
定
資
産
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
こ
の

縦
覧
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
が
自

己
の
所
有
す
る
土
地
・
家
屋
の
評

価
額
に
つ
い
て
、
縦
覧
帳
簿
に
記

載
さ
れ
て
い
る
他
の
土
地
・
家
屋

と
比
較
で
き
る
制
度
で
す
。

　

な
お
、
固
定
資
産
税
の
課
税
明

細
は
、
５
月
に
送
付
す
る
納
税
通

知
書
お
よ
び
課
税
明
細
書
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　

５
月
31
日
㈮
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

８
時
30
分
～
17
時
15
分

縦
覧
場
所

税
務
課
資
産
税
係
ま
た
は
各
支
所

地
域
振
興
室
・
市
民
生
活
室

縦
覧
で
き
る
人

①
固
定
資
産
税
（
土
地･

家
屋
）

の
納
税
者
本
人
ま
た
は
そ
の
同
居

の
家
族

②
納
税
者
の
同
意
書
ま
た
は
委
任

状
を
持
参
す
る
人

③
納
税
管
理
人

④
法
人
の
場
合
は
、
代
表
者
ま
た

は
そ
の
委
任
を
受
け
た
人

⑤
法
定
代
理
人

必
要
な
も
の　

免
許
証
な
ど
の
本

人
確
認
書
類
、
印
鑑

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
４

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室

在
宅
高
齢
者
紙
お
む
つ
　
　

購
入
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

　

紙
お
む
つ
を
必
要
と
す
る
重
度

の
要
介
護
者
を
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
人
に
対
し
て
、
紙
お
む
つ
購

入
助
成
券
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象
者　

市
内
に
住
所
が
あ

り
、
市
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
の

人
で
、
次
の
要
件
全
て
に
該
当
す

る
高
齢
者
と
同
居
し
、
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
人
。

【
在
宅
高
齢
者
の
要
件
】

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
現
に
居

住
し
て
い
る
人
／
②
紙
お
む
つ
を

必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
人
／
③

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
が
３
・

４
・
５
と
判
定
さ
れ
て
い
る
人
／

④
市
民
税
非
課
税
の
世
帯
の
人

交
付
枚
数　

１
枚
が
３
千
円
分
で

す
。
申
請
月
に
よ
っ
て
交
付
枚
数

が
異
な
り
ま
す
。

❶
４
月
か
ら
６
月
ま
で
25
枚

❷
７
月
か
ら
９
月
ま
で
20
枚

❸
10
月
か
ら
12
月
ま
で
15
枚

❹
１
月
か
ら
３
月
ま
で
10
枚

(C)2018「日日是好日」製作委員会

購
入
で
き
る
品
目

紙
お
む
つ
、
紙
パ
ン
ツ
、
尿
取
り

パ
ッ
ド
、
お
む
つ
カ
バ
ー
、
清
拭

剤
、
携
帯
ト
イ
レ
用
消
臭
剤
、
防

水
シ
ー
ツ
、
介
護
用
手
袋

使
用
上
の
注
意

▼
助
成
券
は
、
市
が
登
録
し
て
い

る
協
力
店
で
の
み
使
用
で
き
ま
す
。

▼
病
院
や
施
設
に
入
院
・
入
所
し

て
い
る
期
間
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の

申
請
書
（
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

な
ど
の
確
認
印
が
必
要
）・
印
鑑

※
申
請
書
は
左
記
申
請
先
の
ほ

か
、
市
内
の
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
に
あ
り
ま
す
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
７

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室
（
西
城
支
所
は
、
し
あ

わ
せ
館
内
）

市
道
の
草
刈
り
に
対
す
る
　

交
付
金
制
度

　

市
道
の
草
刈
り
を
地
域
ぐ
る
み

で
実
施
し
た
地
域
団
体
に
対
し

て
、
片
側
延
長
１
メ
ー
ト
ル
に
つ

き
10
円
を
交
付
し
ま
す
。

受
付
期
間

５
月
31
日
㈮
ま
で

申
し
込
み

　

受
付
期
間
内
に
、
建
設
課
ま
た

は
各
支
所
産
業
建
設
室
・
地
域
振
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お知らせInformation

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（http://www.bihoku-park.go.jp/）

スイセンファンタジー

備北花ピクニック
４月12日㈮まで開催！（期間中月曜日休園）

４月13日㈯～５月12日㈰期間中毎日開催！
※４月29日（月・祝）、５月４日（土・祝）は入園・駐車無料!!

国営備北
丘陵公園
だより

ス
イ
セ
ン
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

●
ひ
ば
の
里　

郷
土
料
理
作
り

①
山
菜
お
こ
わ
作
り
体
験

４
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

②
た
け
の
こ
掘
り
体
験

４
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

③
春
の
山
菜
料
理
作
り
体
験

４
月
29
日
（
月
・
祝
）

④
柏
餅
づ
く
り
体
験

５
月
３
日（
金・
祝
）・４
日（
土・
祝
）

⑤
ち
ま
き
づ
く
り
体
験

５
月
５
日（
日・
祝
）・６
日（
月
・
振
）

　

日
本
最
大
級
７
０
０
品
種

１
７
０
万
本
の
ス
イ
セ
ン
が

咲
き
広
が
る
景
色
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

備
北
花
ピ
ク
ニ
ッ
ク

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・
ビ
オ
ラ
・

ネ
モ
フ
ィ
ラ
と
続
く
春
の
花

の
開
花
リ
レ
ー
と
イ
ベ
ン
ト

を
楽
し
む
「
備
北
花
ピ
ク
ニ
ッ

ク
」
が
始
ま
り
ま
す
。
期
間
中

は
週
末
を
中
心
に
、
和
太
鼓
公

演
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
昔
懐
か
し

い
お
菓
子
づ
く
り
体
験
な
ど
、

イ
ベ
ン
ト
を
多
数
開
催
。
花
と

遊
び
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

※
天
候
に
よ
り
開
花
状
況
が

変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
期
間
中
の
主
な
イ
ベ
ン
ト
】

●
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
コ
ン
サ
ー
ト

　

地
元
の
高
校
生
の
吹
奏
楽
部
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

４
月
14
日
㈰
…
庄
原
実
業
高
校

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

４
月
21
日
㈰
…
庄
原
格
致
高
校

吹
奏
楽
部

両
日
と
も　

①
13
時　

②
14
時

と
こ
ろ　

花
の
広
場

●
備
北
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

広
島
県
、
島
根
県
の
団
体
に

よ
る
公
演
。
迫
力
の
あ
る
太
鼓

の
鼓
動
を
体
感
で
き
ま
す
。

と
き

４
月
21
日
㈰

…
永
江
太
鼓
保
存
会

４
月
28
日
㈰
…
仁
多
乃
炎
太
鼓

４
月
29
日
（
月
・
祝
）

…
琉
球
國
祭
り
太
鼓

５
月
３
日
（
金
・
祝
）

…
尾
道
ベ
ッ
チ
ャ
ー
太
鼓

５
月
４
日
（
土
・
祝
）

…
三
次
童
心
太
鼓

５
月
５
日
（
日
・
祝
）

…
今
福
座

い
ず
れ
の
日
も

①
11
時　

②
14
時（
各
回
約
30
分
）

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

神
楽
殿

広告

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

け
ん
み
ん
文
化
祭
ひ
ろ
し
ま
’18

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く）]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間☎相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時

興
室
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
用
紙
は
、
各
担
当
課
・
室
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
０

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
室
・
地

域
振
興
室

庄
原
市
河
川
道
路
美
化
活
動

保
険
制
度

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

活
動
で
き
る
よ
う
、
自
治
会
な
ど

が
主
催
す
る
美
化
活
動
（
清
掃
・

草
刈
り
な
ど
）
を
対
象
に
、
保
険

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
活
動　

市
が
管
理
す

る
河
川
（
普
通
河
川
）
と
道
路
（
市

道
・
農
道
・
林
道
）
で
行
う
清
掃
・

草
刈
り
な
ど
の
美
化
活
動

対
象
者　

美
化
活
動
計
画
書
を
提

出
し
た
団
体
の
参
加
者

内
容　

活
動
中
の
け
が
や
事
故
の

傷
害
・
賠
償
補
償

申
し
込
み

　

活
動
す
る
15
日
前
ま
で
に
、
美

化
活
動
計
画
書
を
建
設
課
ま
た
は

各
支
所
産
業
建
設
室
・
地
域
振
興

室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
保
険
加
入
料
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
０

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
室
・
地

域
振
興
室

が
ん
サ
ロ
ン
　
た
ん
ぽ
ぽ

　

が
ん
を
持
ち
な
が
ら
療
養
し
て

い
る
方
や
家
族
の
方
を
対
象
に
、

次
の
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
生
活

の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
の
向
上
、
不
安

の
軽
減
、
心
の
癒
し
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

①
が
ん
患
者
交
流
会

②
絵
手
紙
な
ど
の
創
作
活
動

③
勉
強
会

④
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、
カ

フ
ェ

と
き　

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

14
時
～
16
時
（
内
容
に
よ
り
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

と
こ
ろ
　
市
立
三
次
中
央
病
院　

健
診
セ
ン
タ
ー　

２
階

問
い
合
わ
せ
　

市
立
三
次
中
央
病
院　

が
ん
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
65
‐
０
１
０
１
㈹

【
文
芸
祭
】

▼
短
歌

●
小
・
中
・
高
校
生
の
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FLOWERコンサート

備北和太鼓フェスティバル
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お知らせInformation

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　５月９日（木）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

５月

食育 ～育てよう５つのちから～

国天然記念物「雄橋」

永明寺

エラブン

タベルン

ツクルン

イキルン

ゲンキン

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

４月・５月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　※内科・中学生以上のみ診療
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

（※）５月１日は休日診療当番医はありませんが、
急患の場合はかかりつけ医、庄原赤十字病院、西城
市民病院へお問い合わせください。

広報日記
▶新しい年度が始まりました。また本年度も「皆さ
んになるべく分かりやすくお知らせする」を目標に
頑張ろうと思いますので、引き続き広報しょうばら
をよろしくお願いします。
　新しい年度が始まったといいましたが、皆さんが
ご承知されているとおり、本号が「平成」の最期の広
報しょうばらとなります。「平成」には、庄原赤十字病
院の産科の再開をはじめとした「いいこと」があり
ましたが、災害など「悲しいこと」もありました。「い
いこと」や「悲しいこと」など、いろいろな情報をお
知らせしてきました。本号が発行されるころには、新
しい元号が発表されていますが、新しい時代は、「い
いこと」ばかりであればよいのになぁ…と心から思
います。

４月・５月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室
　とき　４月22日㈪  ①９時～12時  ②13時～16時
　参加費　5,000円
　定員　①②各12人
▶展示・イベント
○ゆめさくら春祭り
　とき　４月27日㈯～５月６日（月・振）
○里山のたんぽぽとふくろう展
　とき　５月６日（月・振）まで
　ところ　エントランスホール

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。

刺し子を楽しむ会作品展
とき　５月９日㈭～11日㈯
　　　10時～16時（11日は15時まで）
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工林業課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

４月21日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
28日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
30日（火）三上クリニック ☎08477-2-1151

５月１日（水） （※）
２日（木）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255
５日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
12日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180
19日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

平成31年２月末現在

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　　３５，４１６人　　（前年比－７３０人）　
男　　　１６，８５５人　　（前年比－２９５人）　
女　　　１８，５６１人　　（前年比－４３５人）　
世帯数　１５，５３９世帯　（前年比－１６６世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３８４人（前年比＋１９人）

とき　４月 22 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　吉

よしおか

岡洋
ひろみつ

充（ドラムス）・鳥
とりおか

岡香
か お り

里（ピアノ）・
中
な か の

野力
ちから

（ベース）
演奏曲目　蘇州夜曲、ラビアンローズ
▶吉岡洋充…中学生の頃 YMOに衝撃を受け音楽に
目覚め、高校、大学時代にフュージョンやジャズと
いった音楽に影響を受けながらドラムを始め、バン
ドに明け暮れる。現在は国内外の著名なミュージ
シャンとの共演も多数あり、ライブハウスでの演奏
やレコーディングなど、さまざまな分野で活躍中。
島村楽器店のドラム講師も務めている。
▶鳥岡香里…４歳からピアノを習い始める。大学の
ジャズサークルでジャズピアノを勉強し演奏活動を
始める。現在広島市内を中心に数多くのジャズクラ
ブ、ホテル、結婚式、イベントなどで幅広く活躍中。
▶中野力…15 歳でベースを弾き始め、30 代でプロ
ミュージシャンとしての経歴をスタート。2004 年
には渡辺等バンドにレコーディング、コンサートメ
ンバーとして参加、2007 年からはバイオリンの桑
野聖とともにバンド「はらから」を結成、CD「The 
first movement」発表。参加した CD は 20 タイト
ル以上。現在、年に 100 本以上のライブをこなす
演奏家、音楽講師として活躍中。

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

　生きる上での基本であって、知育・徳育・体育の基礎となるべ
きものであり、さまざまな経験を通じて「食」に関する知識と「食」
を選択する力を習得し、健全な食生活を実践する人を育てる取り
組みをいいます。
　食育はあらゆる世代に必要なものですが、そのなかでも、子ど
もたちに対する食育は、心身の成長と人格の形成に大きな影響を
及ぼし、生涯にわたって健全な心と身体を培い豊かな人間性を育
んでいく基礎となるものです。　　　　　（食育基本法より一部抜粋）

１.食材を知り、食べ物を選ぶちから
健康のため、食べ物を選ぶ力を身につけ、
バランスよく食べよう
・安心、安全な食材を知り選ぶ力をつけよう。
・食事は主食・副菜・主菜のバランスも考えよう。

２. おいしさを感じ味が分かるちから　　　　　　　　　　　
いろいろな食べ物を五感を使って味わい
おいしい味が分かるようになろう
・形、匂い、触った感じ、歯ごたえ、音など、
  五感でもおいしさを感じよう。

３. 料理ができるちから
お家の人と一緒に楽しく料理することで
食べる事にもっと興味を持とう
・幼いころから楽しんで料理を経験することで、
  食べることへの興味が自然と身に付きます。

４. 食べ物のいのちを感じるちから
食べ物は自然が育てた生命
食べ物に感謝し、大切にする心を育てよう
・自分で野菜を育ててみよう。
・食べ物やその「いのち」を育む自然に感謝しよう。

5. 元気なからだが分かるちから
自分が元気かどうかを知ろう
「早寝・早起き・朝ごはん＋運動」で食生活を整えよう
・食べ過ぎや欠食に注意し、寝る２時間前までには
  食事を終えよう。
・毎日の生活に適度な運動を取り入れよう。

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。
実施日 会　場 受付時間

5月15日㈬ 県立広島大学
庄原キャンパス

11時30分～
15時30分

5月17日㈮ 庄原市役所 10時～11時15分
12時30分～15時

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

食育とは・・・

庄原市の食を通して身につけてほしい「５つのちから」を表す
食育推進キャラクターを紹介します！！

国定公園帝釈峡のビジターセンター「時
じゆうかん

悠館」

時悠館  ☎ 08477-6-0161

開館：９時～17時　休館：水曜（祝日開館・翌日休館）・年末年始

　帝釈峡は、国天然記念物「雄
お ん ば し

橋」や、白
は く う ん ど う

雲洞、神
し ん り ゅ う こ

龍湖など
の観光スポットが多く、訪れた人を魅了する、市の代表的な
観光地ですが、歴史的には、人々が祈りを捧げ、救いを求め
た、信仰の場でもありました。大正末まで「帝釈詣で」が行
われ、帝釈天を祀

まつ

る永
えいみょうじ

明寺へ中国地方の広い範囲から参詣者
が集まったといいます。
　さらに遡って、狩猟採集の暮らしを営んだ縄文時代の人々
も、一万年以上にわたってこの地を行き来し、岩陰や洞窟に
多くの遺跡を残しました。「帝釈峡遺跡群」です。国史跡「帝
釈寄

よ せ く ら

倉岩陰遺跡」へは３千年以上前の人骨が 50 人分以上も
埋葬されており、帝釈縄文人が祖先とともに過ごす神聖な地
だったと考えられます。近くの雄橋は、足をぬらさずに峡谷
を渡れる、まさに「神の橋」だったことでしょう。
　帝釈峡では、地球の歴史を垣間見ることもできます。
３億６千万年前の古生代に熱帯の海底火山の頂へサンゴ礁が
生まれ、石灰岩となり、プレート運動で運ばれて日本列島の
一部となり、隆起と浸食を経て、現在の帝釈台地・帝釈峡が
できました。長い年月をかけてできた帝釈峡の環境で、アル
カリ土質の石灰岩地に適応した植物、希少な昆虫や陸産貝類
などが育まれ、豊かな森に集まる鳥類や、四季に彩りをそえ
るカエデ類など、ここ特有の生態系が形成されたのです。
　いよいよ本年も、帝釈峡の本格的な観光シーズンがやって
きました。雄橋までのトレッキングなどをお楽しみください。
お越しの際は、ビジターセンターとしての当館で帝釈峡の概
要を学び、「悠

はる

かに限りなく遠い時」に思いをはせていただけ
ればと思います。

私たちのからだは
食べた物で
作られてるんだよ

食べる楽しさが
どんどん増えるよ

自分で作る力をつけ、
食べてもらう喜びを
味わおう！

作ってくれた人に感謝！
作る大変さ・育てる楽しさ
を知ろう

毎日の規則正しい生活リズムで
元気なからだが作られるよ
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